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研究日的
本研究の目的は、女性糖尿病患者が、家族役割と療養行動をどのように考慮し、調整しようとしているの
か明らかにすることである。
研究方法
上手の役割理論を基に研究の枠組みを薩定し、質的・帰納的方法で研究した。女性のz型糖尿病患者を対
象に、半構成面接（In・dep血in由rv誌W）を用いてデータ収集を行った。データは、KJ法を基に分析した。
研究結果
18名の女性糖尿病患者に半構成面接を行い、15名を分析対象と－した。平均年齢臥5乱40歳であった。家
族形態は、12名が核家族、3名は拡大家族．であった。
15名のデータから、619個の意味項目が得られた。そし七、下位カテゴリ64個、中位カテゴリ24個、上
位カテゴリ7個が抽出された。
考察
女性糖尿病患者は、【生活の優先順位の決定】によって家族役割と療養行動の調整を行っていた。家族役割
と療養行動の調整のプロセスは、抽出された7個の上位カテゴリから次のように説明することができた。
女性糖尿病患者は、糖尿病に対して【糖尿病という病に対する恐れ】、【糖尿病を直視できない】、【糖尿病
との対崎】という複雑な気持ちを持っており、これらは循環していた。女性糖尿病患者は、家族との生活の
中で、【家族に対する責任感】を感じていた。また、療養行動に対して【療養行動に対する局持ち】を抱いて
いた。糖尿病に対する複雑な気持ちと【家族に対する責任感】と【療養行動に対する気持ち】を考慮する時
に、【家族とのつながりの確副が影響を及ぼしていた。そして、【生活の嘩先順位の決定】を行うことで、
家族役割と療養行動を調整していた。女性糖尿病患者にとって、【家族とのつながりの確瓢】は、「他者関連
的自己」の確認に関連し、家族のために健康でなければならないという思いから、積極的な療養行動を促す
ことへつながっていた。また、【家族とのつなが・りの確認】は、家族からの情緒的サポートを受けていること
を表すものであった。女性糖尿病患者は、普段は家族役割と療養行動をやりくりしていたが、自分に入院の
必要が生じた時や家族の看病が必要になった時などは、自分の療養行動よりも「家族に対する責任感」から、
家族を優先する傾向にあった。
l
総括
本研究は、女性糖尿病患者が、家族役割と療養行動をどのように考慮し、調整しようとしているのか明ら
かにすることを目的として行った。その恕果、女性糖尿病患者は、家族から多くの情緒的サポートを受け、【生
活の優先順位の決定】によって家族役割と療養行動を調整していることが明らかにならた。しかし、自分に
入院の必要が生じた時や家族の看病が必要になったときなどは、家族に対する責任感から、自分の療養行動
よりも家族を優先する傾向にあった。こ甲ような時には、看護者は、女性糖尿病患者が、「家族のために健康
でなければならない」と思えるような働きかけが重要であることが示唆された。
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